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出所：Phillips, N. and MariaLaura Di Domenico,“Discourse Analysis in Organizational Re-
search : Methods and Debates”, in D. Buchanan & .Bryman（eds）, The Sage Handbook of
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最近，高澤先生とお会いするたびに，先生から決まって頂戴するお言葉
がある。それは，「間嶋君，研究は軸からぶれちゃいけないよ。大丈夫か
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い？君の今の研究は軸からぶれてはいないかい？」である。仕事に就かせ
て頂いて早８年になるが，高澤先生は今でも変わらず議論を戦わせてくだ
さり，いつもこのような温かな叱咤激励をくださる。小生は，さまざまな
方に支えて頂きながら生きているが，今こうして研究者としてじっくりと
人生の歩を進ませていただけているのも，とりわけ高澤先生のお陰に他な
らない。研究の軸も，研究者としての軸も，また１人の人間としての軸も，
まだどれも完全なものにはなってないけれども，その中心は先生と過ごし
たこの１０余年を通して頂戴したと感じている。先生にご納得いただける研
究は未だこれっぽっちも出来ていないような気がするし，本稿も自分では
ぶれていないつもりではあるが「ぶれていないかい？」と叱咤を賜るやも
知れない。まだまだ未熟な小生であるがゆえ，これからもたまに先生から
「ぶれていないかい？」とドキっとする一言を頂戴したい。そして，これ
からもいつまでも変わらず議論を戦わせていただきたい。そうしていつの
日か，先生から頂戴した軸のタネを大きく太い幹に育てたいと思う。
高澤十四久先生，専修大学での２９年間のご勤務おつかれさまでした。そ
して，数えきれぬご厚情を賜り誠にありがとうございました。今後とも何
卒よろしくお願い申し上げます。
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